
マーケティング・販路開拓

のコンサルティング支援With コロナ

　らっきょうの出荷量日本一※の鳥取県で、特産品の
「砂丘らっきょう」を漬物として加工・販売する泊綜合
食品さまは、“らっきょうの魅力を全国に広めたい”と、
ANAホールディングスが運営するクラウドファンディ
ングサイト「Wonder FLY」でプロジェクトに挑戦さ
れました。
　一般的に瓶や袋に詰めて販売されるらっきょう漬けを
個包装にしたほか、自宅で漬けられるらっきょうセット
や、鳥取民芸の代表的な焼物「牛ノ戸焼」とコラボした
セットなど、地域性豊かなリターンを開発し、123人の
サポーターから約30万円の支援を集めて目標を達成さ

れました。今回の取組みを通じて、北海道から九州まで、
全国的な顧客の獲得につながりました。

クラウドファンディングで
全国からファンを獲得し、商品を改良

社内管理ツールをクラウド化で集約
営業日報や労務管理を効率化　

鳥取銀行の
コンサルティング支援メニュー

資金調達多様化
財務体質強化

地域経済への影響 外出自粛 観光需要の減少集客型イベントの中止・延期 消費行動の変化

経営環境の変化への対応 リモート営業、テレワーク ソーシャルディスタンス等
感染症対策への対応EC、テイクアウトの市場拡大 業務のDX（デジタル化）による

生産性向上

新規事業進出・業態転換 人材確保 BPR（業務改革）ICTを
活用した生産性向上 事業承継・M&A 幅広い機関との連携による

ネットワーク支援

※ 出典：農林水産省「地域特産野菜生産状況調査(2018年)」

　住宅用太陽光発電の販売施工及び保守管理を行う東洋
ソーラーさまでは、受注案件や顧客情報の管理を異なる複
数のツールで管理されており、営業部門と工務部門との連
携を課題と認識されていました。
　また、従業員の勤怠管理についても、一部を手書きの
紙で管理されていたため、総務部門の業務負担が大きく、
効率化のニーズが高まっていました。
　当行では、ヒアリングを通じて同社の業務フロー全体を
把握し、受注案件・顧客情報を一体的に管理するクラウド
型ソフトの導入を支援しました。その際、ご要望のあった地
図アプリとの連携を追加して営業活動の効率化につなげた
ほか、勤怠管理については、スマートフォンを使って出勤・

退勤時間の打刻や休暇申請を行うシステムを導入し、作業
負担の軽減につながりました。従業員の皆さまが、新しい
システムを理解してスムーズにご利用いただけるよう、職場
勉強会を開催し、課題解決に向けて伴走支援を行いました。

　新型コロナウイルス感染拡大の影響が長期化し、企業の経営環境が大きく変化するなか、当行では、コンサルティングを
通じたお取引先の本業支援等を行っております。事業計画の策定や経営課題への対応など経営改善支援のほか、販路開拓や
新規事業進出、業態転換、事業承継・M&Aなど営業面に関する支援から、人事労務、会計管理、業務フローの改善などの
バックオフィス支援まで、資金調達に留まらないさまざまな支援メニューで、お取引先を総合的にサポートいたします。

事例紹介❷

東洋ソーラーさま（松江市）

事例紹介❶

泊綜合食品さま（鳥取市）

らっきょうはビタミンB１の吸収を助けるアリシンや食物繊維が豊富
で、健康食品としても注目されています。
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お客さまと目線を合わせて経
営課題を共有するなかで、二
人三脚で新たな事業に挑戦し
ました。
お客さまの事業が成長してい
く喜びを分かち合えるような
取組みをこれからも続けてま
いります。

マスクが不足する当時の状況
を目の当たりにして、「少し
でも貢献できれば」との思い
から、マスクの製造に挑戦し
ました。事業立ち上げにあた
っては、多くの方にお世話に
なりました。
身近に相談できる方がいたた
め、大変心強かったです。

新型コロナウイルス感染拡大により影響を受けられた事業者さまの課題共有・発掘、解決策のご提案から
伴走による継続的なコンサルティング支援の事例をご紹介します。

有限会社ふかた 灘口 茂郎 様法人コンサルティング部　花房 佳輝

のコンサルティング支援With コロナ
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代 表 灘口 茂郎
主な業務 縫製業

主要製品
オリジナル3D布マスク、
婦人用カットソー、
紳士用下着、腰痛ベルト

設 備 工業用ミシン70台

部長（前郡家支店 支店長）花房 佳輝
鳥取銀行　法人コンサルティング部

代表取締役　灘口 茂郎様

有限会社ふかた

自治体への寄付につながり、地域での注目度が向上

縫製技術を活かした高品質な製品が完成したが、情報発
信・販路開拓が課題であったため、自治体への取次ぎや
新規事業に関する補助金等の情報提供などにより支援

マスク需要の高まりを受け、
自社開発マスクの製造に着手

抗菌素材を使用した新商品を開発

お客さまから社名を刺繍したマスクの製作依頼があり、新た
な付加価値を付けた商品として刺繡入りマスクの製造に対応

新たに夏用マスクを開発し、販売

新聞広告やWEBを活用した情報発信や、EC販売などを 
ビジネスマッチングにより支援

地元スーパーとの個別商談会に参加いただき、ビジネ
スマッチングを支援
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